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ゆ
め
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
、
住
民
は
も
と
よ
り

外
の
力
（
関
係
人
口
）
と

上
手
に
つ
な
が
り
、
課
題

解
決
型
の
地
域
づ
く
り
の

仕
組
み
を
創
り
、
実
践
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
案

す
る
も
の
で
す
。

12
月
20
日
㈮
～
21
日
㈯

、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
3
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今

回
も
県
内
外
か
ら
地
域
づ

く
り
の
実
践
者
の
他
、
様
々

な
分
野
の
專
門
職
の
方
や

学
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

（
27
人
参
加
）

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
地

域
防
災
の
現
状
と
課
題
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
」

4
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

ペ
を
行
っ
た
結
果
、
災
害

時
に
支
援
が
必
要
な
方
を

事
前
に
把
握
し
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
ふ
れ
あ
い
祭
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
実

際
さ
な
が
ら
に
要
援
護
者

を
リ
ヤ
カ
ー
へ
乗
せ
て
の

避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
、

防
災
意
識
を
楽
し
み
な
が

ら
参
加
し
て
い
く
課
題
解

決
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
気

づ
い
た
ら
防
災
」
が
最
優

秀
賞
に
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
の
地
域
づ
く
り
活

動
に
反
映
し
実
践
が
可
能

で
あ
る
か
、
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
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皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
溢
れ
る
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い

ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
ご
家
庭
や
職
場
な
ど
で
の

う
が
い
や
手
洗
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

地
区
報
の
内
容
に
つ
い
て
は
十
分
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

り
ま
す
が
、
文
字
の
誤
り
や
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
吉
島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
開
催
期
日
】
１
月
11
日
㈯

【
参
加
人
数
】
55
人

【
開
催
内
容
】

⑴
交
通
安
全
宣
言

一
年
の
交
通
事
故
防
止
を
誓

い
ま
し
た
。

⑵
報
告

補
助
事
業
（
国
）
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

事
業
」
に
つ
い
て
の
成
果
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

⑶
茂
木
晶
町
長
の
ま
ち
づ
く
り

講
話

演
題
「
川
西
町
の
今
ま
で
と

こ
れ
か
ら
」

④
放
談
会

テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
」

今
回
の
放
談
会
は
「
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
の
加
速
に
よ

る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
」
を
焦

点
に
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
内
で
の
助
け
合
い
の
仕

組
み
や
担
い
手
の
確
保
と
人
材

育
成
の
必
要
性
、
そ
し
て
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の

人
が
、
地
域
の
中
で
自
分
ら
し
く
、

い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
協
働
や
地
域
の

仕
組
み
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て

様
々
な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
地
域
の
若
者
が
地
域
づ
く

り
に
関
心
を
も
て
る
よ
う
な
活
動

を
工
夫
し
、
若
者
と
の
良
好
な
関

係
づ
く
り
を
強
く
し
て
い
く
必
要

性
や
、
幼
少
期
か
ら
地
域
へ
の
関

心
を
持
た
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
の
方

向
性
や
可
能
性
を
共
有
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

前
向
き
に
、
ひ
た
む
き
に
、
更
な
る
地
域
の
発
展
を
誓
う

吉
島
地
区
新
春
放
談
会
を
開
催

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に
、
格
別
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
1
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
、

2
日
の
航
空
機
衝
突
事
故
、
北
九
州

小
倉
市
場
火
災
な
ど
、
正
月
早
々
大

変
な
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
９
月
に
は
能
登
半
島
で
再
び
、

豪
雨
に
よ
る
災
害
が
起
き
二
重
苦
と

な
っ
た
他
、
山
形
県
最
上
庄
内
地
方

で
の
豪
雨
災
害
と
、
災
害
に
痛
め
つ

け
ら
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
７
月
開
催
の
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
大
谷
翔
平
選
手
が
達
成
し

た
５
０‐

５
０
な
ど
人
々
の
歓
喜
を

呼
び
起
こ
す
出
来
事
も
数
多
く
あ
り

ま
し
た
。

き
ら
り
よ
し
じ
ま
で
は
、
気
仙
沼

市
条
南
地
区
振
興
協
議
会
と
き
ら
り

よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
「
親

戚
協
定
」
締
結
を
受
け
、
10
月
に
気

仙
沼
市
産
業
祭
り
に
お
邪
魔
し
て
、

ダ
リ
ヤ
の
切
り
花
無
料
配
布
や
お
米

を
中
心
に
農
産
物
、
玉
こ
ん
等
の
販

売
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
吉
島
ふ
れ
あ
い
祭
２
０
２
４

で
の
気
仙
沼
物
産
展
、
慶
応
大
学
看

護
医
療
学
部
「
ち
ょ
こ
健
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
健
康
相
談
や
体
操
の
実
施
、

12
月
に
は
「
ゆ
め
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
3
年
ぶ
り
に
再
開
し
、
北
海

道
か
ら
神
奈
川
ま
で
、
各
層
の
皆
さ

ん
に
参
画
い
た
だ
き
、
地
元
の
メ
ン

バ
ー
も
加
え
て
、
「
地
域
防
災
」
を

テ
ー
マ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
を
提

案
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
海
道
鷹
栖
町
と
の
交
流
、
大
阪

市
生
野
区
で
の
「
も
の
づ
く
り
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
交
流
な
ど
数
多

く
の
団
体
と
の
関
係
強
化
に
努
め
ま

し
た
。

ま
た
、
12
月
に
は
「
よ
し
じ
ま
っ

子
見
守
り
隊
」
が
平
成
２
８
年
の
川

西
町
生
活
安
全
推
進
協
議
会
表
彰
、

平
成
３
０
年
の
山
形
県
交
通
安
全
対

策
協
議
会
長
（
知
事
）
表
彰
に
続
き
、

米
沢
警
察
署
長
感
謝
状
を
受
賞
し
ま

し
た
。

昨
年
は
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
、
原
爆
に
対
す
る
思
い
を
改
め

て
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
今
年
、
昭
和
１
０
０
年
、
戦
後
80

年
を
迎
え
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
国
博
覧
会
が
4
月

開
幕
し
ま
す
。
川
西
町
は
誕
生
７
０

周
年
迎
え
、
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
整

備
や
川
西
ま
ち
な
か
テ
ラ
ス
整
備
な

ど
の
中
核
的
事
業
が
継
続
的
に
推
進

さ
れ
ま
す
。

き
ら
り
よ
し
じ
ま
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
各

種
事
業
の
充
実
に
向
け
、
皆
様
と
と

も
に
連
携
し
て
い
く
と
と
も
に
、
昨

年
に
続
き
、
Ｄ
Ｘ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
を

活
用
し
た
合
意
形
成
、
意
思
決
定
の

合
理
化
と
迅
速
化
を
進
め
、
生
活
支

援
の
一
助
と
す
る
と
と
も
に
、
地
域

運
営
組
織
と
し
て
、
関
係
人
口
の
さ

ら
な
る
交
流
構
築
と
、
相
互
支
援
に

よ
る
賑
わ
い
づ
く
り
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
の
干
支
は
「
巳
」
。

脱
皮
を
す
る
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

「
さ
ら
な
る
成
長
」
「
復
活
と
再
生
」

を
呼
び
起
こ
す
年
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
皆

様
の
新
し
い
年
が
ご
繁
栄
と
健
康
で

健
や
か
な
１
年
に
な
る
こ
と
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
特
）
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長

遠
藤
勝
則

役
職
員
一
同

新
年
の
ご
挨
拶

昨
年
12
月
23
日
に
「
よ

し
じ
ま
っ
子
見
守
り
隊
」

（
隊
長

笹
木
喜
一
さ
ん
）

が
交
米
沢
警
察
署
長
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

よ
し
じ
っ
ま
子
見
守
隊

は
平
成
18
年
4
月
の
立
ち

上
げ
か
ら
、
長
年
に
わ
た
っ

て
児
童
の
登
下
校
時

に
通
学
路
で
の
見
守

り
を
行
っ
て
お
り
、

安
全
、
安
心
の
地
域

づ
く
り
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
き
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
今

回
が
3
回
目
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
米
沢
警

察
署
で
行
わ
れ
、
き

ら
り
よ
し
じ
ま
の
遠
藤
理

事
長
が
代
理
で
受
賞
し
て

き
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
地
域
の

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
の
子
供
た
ち
の
安

全
・
安
心
を
担
う
見
守
り

活
動
を
今
後
も
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

「
よ
し
じ
ま
っ
子
見
守
り
隊
」
が

米
沢
警
察
署
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

外
の
力
（
関
係
人
口
）
と
上
手
に
つ
な
が
り
課
題
解
決
型
の

事
業
提
案
の
場
「
ゆ
め
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

茂木町長の講演の様子

多様な視点からディスカッションが進行

各グループによるプロジェクトづくり

感謝状贈呈の様子
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【開催予定日】
１月２７日（月）
２月 ３日（月）１７日（月）
【時 間】9時30分～11時30分
【場 所】吉島地区交流センター

【内 容】百歳体操、茶話会
【参加費】100円
※悪天候などにより中止となる
場合もございます。
その際は髙橋(電話44-2102) 又
は地区交流センター（電話44-2
840）までご連絡下さい。

きらきらサロン

高齢者等除雪困難世帯支援活動助成金
（除雪費用）について

吉島地区では、自力で除雪ができない高齢者や心身に障がいがあ
る世帯を対象に自治会が中心となっておこなう除雪支援活動に対し
機械除雪作業等の費用の一部を助成します。
申請については、各自治会長さんへ送付いたしました様式にご記
入の上、提出してください。
【提出期限】令和７年２月１４日（金）必着

（期限を過ぎた申請は助成の対象外となります）
【提出場所】吉島地区交流センター

※土、日は休館となっています。
【交付方法】助成金額を決定し３月上旬に申請された自治会に交付

いたします。
【注意事項】空き家は助成の対象外です。
【お問合せ】吉島地区交流センター（電話44-2840）

12
月
25
日
㈬
、

吉
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
（
会
長
：
髙
橋
美

智
代
さ
ん
）
の
皆
さ

ん
に
、
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
の
清
掃
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
参
加
人
数
14
人
）

当
日
は
各
部
屋
の

窓
拭
き
や
玄
関
、
調

理
室
の
シ
ン
ク
周
り
、

下
駄
箱
の
清
掃
を
し

て
い
た
だ
き
館
内
が

隅
々
ま
で
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

年
明
け
か
ら
も
地
域

の
み
な
さ
ん
に
気
持

ち
よ
く
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ

う
維
持
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
。

天
候
の
悪
い

中
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

吉
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

２月１０日（月）を休館させていただきます。
※児童クラブきらりは通常どおり開所します。

休館･休業のお知らせ

≪吉島地区交流センター１月・２月の主な予定≫

1月18日(土) 13:00～世代間交流麻雀大会冬の陣
1月21日(火) 19:00～きらり事務局会
1月22日(水) 19:00～吉島地区自治会ＬＩＮＥ公式モニター

自治会三役説明会
1月26日(日) 8:30～冬期間資源ごみ回収
1月26日(日) 9:00～冬季スポレク大会
2月11日(火) 17:00～きらりよしじまスキルアップ研修会
2月20日(木) 18:30～きらり理事会
2月23日(日) 8:30～冬季間の資源ごみ回収
2月26日(水) 18:30～吉島地区各団体理事会
※日程や内容は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

【開催予定日】
１月２４日（金）３１日（金）
２月 ７日（金）１４日（金）
２１日（金）

【時 間】13時00分～16時00分
【場 所】吉島地区交流センター
【その他】申し込み不要です。

※悪天候などにより中止となる
場合もございます。

ラージボール卓球

きらりよしじまネットワークでは以下の職種において職員を募集
いたします。私達と一緒に働いていただける熱意のある方のご応募
をお待ちしております。
■募集職種
【職 種】事務局職員
【勤務場所】吉島地区交流センター
【雇用形態】正社員
【募集人数】1人
【勤務時間】8:30～17:30（休憩1時間）

１ヶ月単位の変形労働時間制
【給 与】経験、年齢等を加味して法人規定により支給します
【福利厚生】社会保険完備、交通費支給、研修制度あり
【休日・休暇】週休2日制、有給休暇、GW、夏季、年末年始休暇
■応募資格
【必要な経験・スキル】地域づくり活動経験

基本的なPCスキル、コミュニケーション力
【年 齢】概ね35歳まで
【学 歴】高卒以上
【その他】普通自動車免許（AT限定可）
■応募方法
【応募書類】履歴書、職務経歴書、小論文1,200字程度

（課題「地域づくり」）
【応募締切】2025年1月31日まで
【応募 先 】郵送、メール、直接持ち込み等応募してください

〒999-0214 川西町大字吉田5886-1
E-mail（yt-boss@ms5.omn.ne.jp）

【お問合せ】0238-44-2840 担当者 事務局長 髙橋由和
■選考プロセス
書類選考～面接～内定
皆様のご応募を心よりお待ちしております。

きらり事務局職員募集します

人口減少が加速化する中で、外とのつながりの一役を担う関係人
口に大学があります。
今回は学生の視点で地域づくりをどのように捉え若者の地域参加

をどのように推進できるかを共に考える場とします。
【開催日時】令和７年２月11日（火）17：00～18：30
【場 所】吉島地区交流センター「大集会室」
【対 象】地域の方はどなたでも参加できます。
【内 容】福島大学の学生による地域活動事例の発表・質疑応答

講師は福島大学 天野和彦教授
【申し込み】不要です。直接会場にお越しください。
【お問合せ】吉島地区交流センター（電話44-2840）

きらりよしじまスキルアップ研修会を開催します！

清掃の様子

【みんなでつながる地域の窓口】LINEの有効活用で地域をもっと便利に

今年度、国の補助事業を活用し、地域の合意形成、意思決定の合
理化と迅速化を図るため、デジタル技術を活用したシステムの構築
を行っています。利用対象は吉島地区にお住まいの方や地区外のど
なたでも利用できます。
【利用内容】
・きらりホームページ
・地区報きらり、回覧板確認
・町報かわにし ・貸館予約
・防災情報
・その他イベントなどの情報の配信

【利用方法】
右上のQRコードを

読み込み友だち登録後
に利用してください。

きらりよしじまLINE公式アカウントの公開・利用のお知らせ
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